
「ボーカルイーズ」の課題解決とデ
ザイン設計について 

私たちは、音声障害者の方々がより良いコミュニケーションを取れるよ
うなアプリ開発を目指しています。このアプリには「音声をテキストに
変換する機能」「テキストを音声に変換する機能」「手話通訳機能」「カ
スタム辞書機能」「言語学習機能」「緊急連絡機能」「個人情報管理機
能」が含まれます。

音声障害者の方々は、日常生活でのコミュニケーションにおいて、様々
な困難を抱えています。そのため、このアプリでは、彼らがよりスムー
ズにコミュニケーションを取ることができるよう、様々な機能を提供し
ます。

例えば、音声をテキストに変換する機能は、音声障害者が周囲の人との
コミュニケーションをスムーズに取るために欠かせない機能です。ま
た、テキストを音声に変換する機能は、テキストメッセージを音声で聞
くことができるため、音声障害者がスマートフォンを利用して、より多
くの情報を取得することができます。

さらに、手話通訳機能は、音声障害者が手話通訳者に直接連絡し、リア
ルタイムで手話通訳を受けることができる機能です。これにより、音声
障害者が日常生活でのコミュニケーションを円滑に行えるよう支援しま
す。

アプリ内には、カスタム辞書機能や言語学習機能も備えています。音声
障害者の方々がより精度の高いテキスト変換機能を利用するために、自
分でカスタマイズできる辞書を作成することができます。また、言語学
習教材を用意することで、音声障害者の方々が言語を習得することをサ
ポートします。



さらに、緊急連絡機能や個人情報管理機能も備えています。緊急時に
は、アプリ内で簡単に支援を求めることができます。また、個人情報を
管理することで、医療スタッフやサポートスタッフに必要な情報を迅速
に提供することができます。これらの機能が、音声障害者の方々が安心
して日常生活を送ることができるよう支援します。

主要機能の詳細 
音声をテキストに変換する機能 
音声をテキストに変換する機能は、音声入力を利用して、音声データを
テキストデータに変換する機能です。この機能を使用することで、音声
障害者の方々が自分の言葉を文字に変換して他の人とコミュニケーショ
ンを取ることができます。

この機能は、音声入力技術と自然言語処理技術を組み合わせて実現され
ています。音声入力技術は、音声を認識し、文字に変換する技術であ
り、自然言語処理技術は、テキストデータを処理して、文章の意味を理
解する技術です。

具体的には、音声入力技術は、マイクロフォンから受け取った音声を、
音声認識エンジンで解析し、テキストデータに変換します。その後、自
然言語処理技術を使用して、テキストデータを解析し、文章の意味を理
解します。最終的に、変換されたテキストデータがアプリに表示されま
す。

この機能を使用するためには、スマートフォンやタブレットなどの音声
入力機能が搭載されたデバイスが必要です。また、機能の精度を向上さ
せるために、ネットワーク接続が必要な場合もあります。



この機能は、音声障害者の方々にとって非常に重要な機能であり、コ
ミュニケーションをよりスムーズに行うことができるように支援しま
す。

テキストを音声に変換する機能 
テキストを音声に変換する機能は、テキスト入力された文章をコン
ピューターが音声に変換し、スピーカーから音声として出力する機能で
す。この機能には、テキスト読み上げソフトウェアや音声合成技術が使
用されます。

音声合成技術には、テキストに基づいて音声を生成するいくつかの手法
があります。一般的に使用される手法には、フル文音声合成、単語音声
合成、統計的音声合成、パターン音声合成などがあります。

フル文音声合成は、文章全体を一度に処理し、音声を生成する手法で
す。単語音声合成は、個々の単語を音声に変換し、それらを連結して文
章全体の音声を生成する手法です。統計的音声合成は、大量の音声デー
タを用いて、音声の生成パターンを学習する手法です。パターン音声合
成は、音声の生成に必要な情報をテンプレート化し、それを組み合わせ
て音声を生成する手法です。

これらの音声合成技術を組み合わせることで、より自然な音声を生成す
ることができます。また、テキストを読み上げる速度や音声の高さや低
さ、音量などを設定することができ、利用者の好みに合わせた音声を生
成することもできます。

このように、テキストを音声に変換する機能は、音声障害者や視覚障害
者など、テキストを読むことが難しい人々にとって、情報にアクセスす
るための重要な機能です。



手話通訳機能 
手話通訳機能は、手話を行う人がスマートフォンのカメラで手話を
撮影することで、その手話を文字に変換すると同時に、音声合成機
能によって音声に変換し、聞き手に伝えます。また、手話を行う人
の表情や身振りも解析し、その意図を正確に伝えるように設計しま
す。

手話通訳機能は、聴覚障害を持つ人々が、聴覚のない人や、聴覚が
低下している人とも円滑にコミュニケーションを取ることができる
ようにするために開発されます。また、音声によるコミュニケー
ションが困難な場合にも利用できるため、より多くの人々にとって
アクセシビリティの向上につながると期待されています。

ボーカルイーズの手話通訳機能は、日本手話やアメリカ手話、イギ
リス手話、オーストラリア手話など、複数の手話に対応していま
す。これにより、国際的なコミュニケーションにも対応し、より広
い範囲の人々に利用されることが期待されています。

カスタム辞書機能 
カスタム辞書機能は、音声障害者がアプリ内のテキスト変換機能をより
正確に利用するために、独自の辞書を作成することができる機能です。
この機能を使うことで、ユーザーは個人的な名前や専門用語、地名や人
名など、アプリが認識できない単語やフレーズを追加することができま
す。

カスタム辞書は、ユーザーが新しい単語を追加することで更新すること
ができます。アプリ内の辞書は、一般的な単語とともに、カスタム辞書
に追加された単語も考慮されます。そのため、ユーザーはアプリ内でよ
り正確なテキスト変換が可能になります。



カスタム辞書機能は、音声障害者の個人的なニーズに合わせてアプリを
カスタマイズすることができます。例えば、医療従事者がよく使う専門
用語を追加することで、医療関係のテキスト変換がより正確になりま
す。また、個人名や地名を追加することで、より正確なテキスト変換が
可能になります。

カスタム辞書機能は、音声障害者がアプリをより使いやすく、便利に利
用できるようにするための重要な機能の一つです。

言語学習機能 
言語学習機能は、音声障害者がより効果的に言語を学ぶことを支援する
機能です。この機能では、学習者が自分で学びたい言語を選択すること
ができます。また、初心者から上級者まで対応できるよう、様々なレベ
ルの学習教材を用意しています。

具体的には、アプリ内には、聞き取り練習や文法練習、単語帳などの学
習教材が用意されています。学習者は、自分のペースで学習を進めるこ
とができます。また、学習の進捗状況も確認できます。これにより、学
習の成果を自分で確認できるため、より効果的な学習を行うことができ
ます。

さらに、言語学習機能では、音声障害者がよりスムーズに学習を進める
ために、手話ビデオやテキストなどの複数の学習素材を提供します。こ
れにより、音声障害者の方々が、自分の好みに合わせた学習方法で、よ
り効果的に言語を習得することができます。

また、音声障害者が言語学習に取り組むためのサポートも提供していま
す。学習に関する質問や疑問に対して、専門の教育スタッフがサポート
を行います。これにより、音声障害者の方々がよりスムーズに言語を習
得することができます。



言語学習機能は、音声障害者の方々がよりスムーズに言語を学ぶことが
できるよう、様々な教材やサポートを提供しています。これにより、音
声障害者の方々が自信を持って言語を使用できるよう支援します。

個人情報管理機能 
個人情報管理機能は、ユーザーが自分の情報を安全に管理できるように
する機能です。この機能では、ユーザーが自分の個人情報を入力し、そ
れをアプリ内で管理することができます。

この機能では、ユーザーが自分の氏名、住所、電話番号、メールアドレ
スなどの情報を入力することができます。さらに、医療情報やアレル
ギー情報など、緊急時に必要な情報も入力することができます。

また、この機能では、ユーザーが自分の情報をいつでも更新できるよう
になっています。たとえば、住所が変わった場合や、アレルギー情報が
追加された場合など、必要に応じて情報を更新できます。

この機能では、ユーザーが自分の情報を安全に管理できるように、高度
なセキュリティ対策を行っています。たとえば、パスワードの設定や二
段階認証など、アクセス制限を設けることができます。

また、ユーザーが情報を共有することを望まない場合は、情報の共有を
オフにすることもできます。情報の共有がオフになっている場合は、ア
プリ内での情報共有が行われなくなります。

個人情報管理機能は、音声障害者の方々が自分の情報を簡単かつ安全に
管理できるようにすることで、生活の質を向上させることができます。

「ボーカルイーズ」では「聴覚障害者」に対して以下
のような課題解決が見込める 



・音声認識技術を使用した文字起こし機能/会話や音楽、映像などの音
声を自動的に文字に起こすことができる機能があります。これによっ
て、聴力が低下している人でも、文字を見ることで内容を理解すること
ができます。

・インターネットを活用した学習支援の提供/オンラインで学習コンテ
ンツを提供し、聴覚障害者が学習に参加しやすい環境を整えます。

・職場での支援の提供/補聴器やコンタクトマイクロホン、手話通訳者な
どを派遣することで、職場でのコミュニケーションや業務遂行に支障が
生じることを軽減します。

・コミュニケーション支援/手話通訳者の派遣や、テキストチャット、メー
ル、SNSなどのツールを活用したコミュニケーション支援を提供しま
す。これによって、聴覚障害者同士や、聴覚障害者と健聴者とのコミュ
ニケーションを円滑にすることができます。

・社会参加支援/公共交通機関のアナウンスや公共施設の案内を文字や
手話で提供するサービスを提供し、社会生活における制限を軽減しま
す。また、聴覚障害者向けのイベントや文化活動の情報提供を行い、社
会参加の促進に貢献します。

「ボーカルイーズ」では「言語障害者」に対して以下
のような課題解決が見込める 

・音声認識技術を使用した文字起こし機能の提供/言語障害者が発話し
た内容を自動的に文字に起こすことができる機能があります。これに
よって、聞き取りやすくなり、コミュニケーションがスムーズに行える
ようになります。



・インターネットを活用した学習支援の提供/オンラインで学習コンテ
ンツを提供し、言語障害者が学習に参加しやすい環境を整えます。

・手話通訳者の提供/手話通訳者を派遣することで、聴覚障害者や言語
障害者が会話に参加しやすい環境を整えます。

・コミュニケーション支援/言語障害者が、コミュニケーションに困難
を感じる場合には、専門家によるカウンセリングや療法を提供すること
で、コミュニケーション能力を向上させます。

これらの支援を通じて、言語障害者がより豊かなコミュニケーションを
図り、社会参加を促進することを目指します。

デザイン設計 
デザイン設計においても、音声障害者の方々が利用しやすいよう配慮し
ます。シンプルかつ視覚的なデザインで、色やアイコンの使い方にも注
意を払い、わかりやすい情報を提供します。また、各機能ページには、
機能説明や使い方の案内を掲載し、利用者がより簡単に操作できるよう
にします。

また、音声障害者が読みやすいよう、アプリ内のテキストの大きさや
フォントにも配慮します。さらに、ボタンの大きさや配置にも注意を払
い、利用者が簡単に操作できるようにします。そして、バリアフリー対
応にも注力し、より多くの音声障害者が利用しやすい環境を整えます。


